
第６２６回福崎町教育委員会会議録

開催日時 令和３年５月１４日（金） １３時００分～１４時４５分

開催場所 サルビア会館

出席委員 髙橋渉、桑谷祐顕、井奥智子、中田貴子、西村照明

事務局 学校教育課長 大塚謙一、社会教育課長 松田清彦

１、開会

２、６２５回議事の報告を会議録により行い、承認されました。本会の署名委員として井

奥委員・中田委員を指名しました。

３、教育長報告

（１）園・小・中学校の様子

こども園では、４月は各園とも胃腸風邪、咳、発熱等の体調不良で欠席の子どもが多

数いました。気温差が大きくなったので、職員の体調不良もありました。

小学校、中学校では、保護者が新型コロナ感染症の濃厚接触者に特定され、出席停止

になった児童生徒がいました。

文部科学省から学習費調査実施の通知がありました。

（２）学校行事等

① 遠野市との交流事業は、今年も中止にしました。遠野市には丁重なお断りをいれ

ています。

② 修学旅行について、福崎西中学校は、伊勢・滋賀方面へ10月に延期します。福崎

東中学校は、滋賀・北陸方面で９月28日から30日に延期します。神崎郡内すべての

中学校が９月下旬から10月に延期します。

③ 学校水泳は、こども園、小・中学校とも去年に引き続き中止にします。幼児園で

は、どろんこ遊び、水遊び程度は行います。

④ トライやる・ウィークは、６月７日（月）から11日（金）に実施予定で進めてい

ます。６事業所から辞退の申し出がありました。

⑤ ヤングケアラーの実態調査を実施し、ヤングケアラーと思われる児童生徒は、中

学校６名、小学校１名、計７名いました。その児童生徒を理解する、寄り添うだけ

でも励みになるのではないかと校長を通じて各担任にお願いしています。

⑥ 小中連携授業交流を継続して実施します。英語を中心に、年４回程度実施する予

定です。

⑦ 新型コロナウイルス感染症の影響に関する心のアンケート調査について、高岡小

学校６年、福崎東中学校３年１組が実施に協力します。

⑧ 道徳のスキルアップ支援プログラムについて、今年度は、福崎西中学校が取り組

みます。

⑨ 「ひょうご未来の高校教育のあり方検討委員会」について、今後の県立高等学校

をどうしていくべきか、検討するための委員会が開かれます。

（３）報告事項

１）資料に基づき報告しました。学校における働き方改革の推進、福崎町立学校教育

職員の業務の量の適切な管理に関する措置等を定める規則並びに、町立学校教育職

員の業務量の適切な管理その他教育職員の健康及び福祉の確保を図るために実施す

べき措置に関する方針は、令和２年度４月１日から施行しています。



２）社会教育施設の開放については、県の方針に合わせて対応しています。

３）延期や中止の行事について、資料に基づき報告しました。

（４）連絡事項

① 自然学校について、11月15日（月）から19日（金）の４泊５日で予定していまし

たが、南但馬自然学校では、密の状態が避けられないため、２泊３日で、11月15日

（月）から17日（水）に田原小学校と八千種小学校、11月17日（水）から19日（金）

に福崎小学校と高岡小学校が実施予定です。一日は、県立又は大きな施設での校外

自然学習、もう一日は、近場での自然体験学習の予定です。

② 小学校の修学旅行については、10月21日（木）から22日（金）に奈良京都方面に

行きます。

４、協議事項

福崎町文化遺産活性化実行委員会の委員について、井奥智子委員を推薦することと

しました。

５、報告事項＜学校教育課＞

（１）損害賠償訴訟について

資料に基づき報告しました。５月 10 日（月）神戸地裁姫路支部で証人尋問が行われ、

当時、福崎西中学校に勤務していた先生等が証人として出廷されました。また、５月 12

日（水）には、原告と生徒側被告において本人尋問が実施されました。次回は、７月７

日（水）13 時 30 分から神戸地裁姫路支部にて証人尋問が実施され、原告側の医師が出

廷される予定です。

（２）小学校、中学校の児童、生徒数について

資料に基づき報告しました。小学校の令和３年５月１日現在の児童数で、昨年の５月

１日と比較して４校ともに減となり、全体では 1,074 人で昨年度より 16 名減となりまし

た。そのうち、特別支援学級の児童数が 58 人で、昨年度と比べ２人減となっています。

中学校の生徒数では、西中学校で 20 名の増、東中学校で 19名の減となり、全体では

525 人で、１人増となりました。そのうち、特別支援学級の生徒は 14 人で２人増となっ

ています。

（３）建設工事等の進捗状況について

資料に基づき報告しました。５月 14 日現在の進捗率は、①福崎小学校北校舎長寿命

化改修工事では、３階の教室、廊下などが完成、４月 28 日に部分引渡しを完了しまし

た。トイレ、階段の改修と手洗い場の新設などは夏休みに予定しており、それらを除い

て３階は完成しました。現在は２階部分の内装工事に着手しており、進捗率は 55％です。

②福崎小学校北校舎長寿命化改修工事にかかる工事監理業務委託の進捗率は、改修工事

と同じ 55％です。

（４）トライやる・ウィークについて

資料に基づき報告しました。６月７日（月）から 11日（金）の５日間で実施し、５

月 12 日現在の受入事業所数は、53 事業所で、福崎東中学校と福崎西中学校からの参

加人数は、181 人です。

（５）その他

１）６月議会提出議案について

福崎小学校北校舎長寿命化改修工事に係る工事請負契約の変更について、提出す



る予定です。

＜社会教育課＞

（１）各施設の利用状況について

資料に基づき報告しました。三木家住宅の令和２年度の入館者数は 4,294 人で、元

年度の 5,085 人から減少しています。これは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大

防止のため、開館日数が 119 日となり、元年度に比べ 35 日減ったことが主な要因と考

えています。そのような中でも、主屋で行った企画展や特別展示などのイベントには、

元年度の約 1.5 倍となる 2,684 人の方に来館いただき、一日当たりの入館者数は 35 人

から 38 人に増えています。

辻川界隈ボランティアガイドは、会員の高齢化等が原因で令和２年度末で解散しま

した。

図書館の利用状況は、貸出人数や貸出冊数は、平成 27 年の播磨圏域相互利用の開始

で一気に増加し、28 年度以降は減少傾向となっています。

柳田國男・松岡家記念館の来館者数は前年度比較約 500 人減の 12,495 人、歴史民俗

資料館の来館者は約 2,300 人減の 10,436 人となりました。

さるびあドームの利用状況は、19,473人と昨年度の利用者数から大きく減少しまし

た。これは、感染防止のため多くのイベントが中止となったことが大きな要因で、通

常は返金しない使用料についても、利用困難な状況から441,050円を返金しています。

（西村委員）三木家の入館料は、いくらですか。

（松田課長）三木家の入館料は無料です。

（西村委員）維持費等に充てないのですか。

（松田課長）管理費用は生じていますが、記念館や歴民を含め、多くの方に文化財を知

っていただくことに重きを置き、無料としています。

（中田委員）ボランティアガイドが解散したとの報告がありましたが、今後ボランティ

アを養成する計画はあるのですか。

（松田課長）辻川界隈のボランティアガイドは、高齢化により解散されています。

（教育長）観光協会とも相談をしながら進めていくことが必要だと思います。

（松田課長）また、地域振興課が観光アプリを開発中で、スマホでＱＲコードを読んで、

案内を聞きながら、一人でも施設巡りができる仕組みづくりを構築しています。

（西村委員）工場見学では、音声に加えて映像を流したりしますが、そのようなことは

されないのですか。

（松田課長）観光アプリには、ＡＲやＶＲ技術を活用した観光案内を進めているとのこ

とです。

（２）三木家指定管理の事業報告について

文化財保護法に沿って取り組みを進めている大庄屋三木家住宅の指定管理業務は、

令和２年 11 月から宿泊・飲食業務を行い、11、12 月は、Ｇｏｔｏトラベルの影響も

あり、多くの方に利用いただきましたが、１月以降は、支援事業の停止とコロナの影

響で、利用者も大きく減少しています。

収支差引額の５ヶ月合計額は、約 56 万円のマイナスで、借入金の返済や退去等の収

去費用の積立金を差し引いた合計額は、約 131 万円の赤字との報告を受けています。



（西村委員）赤字補填は、どうするのですか。

（松田課長）指定管理者㈱ＰＡＧＥにも確認したところ、コロナ渦に加え、事業が軌道

にのるには、ある程度時間を要すると認識しており、長い目で見ていこうと考えてい

るとのことでした。

（桑谷委員）４月からレストランで食事ができるようになったとの報告がありましたが、

その後も同じ状況ですか。

（松田課長）５月に入って確認したところ、宿泊は４月 17 組、５月 13 組、食事は４月

37 組 103 名で平均客単価 4,000 円程度でした。

（桑谷委員）指定管理者等の情報発信力などを活用して、主屋のことをもっとＰＲされ

てはどうでしょうか。

（松田課長）主屋を見学したいと考えられる宿泊者が多くおられると考えられましたの

で、主屋の管理についても指定管理者に委託することを検討しました。しかしながら、

人員が確保できないとのことで、調整が難しかったです。

（桑谷委員）人の問題が一番難しいです。蔵書の館を売り出すためのプランを考えてお

られるでしょうから、三木家の活用方法も一緒に考えてもらうなど、有効的な活用を

お願いします。

（西村委員）福崎町に宿泊できる施設があることを知らない方がたくさんおられます。

ＳＮＳで情報を発信し、映像を拡散できたら、興味ある人は、足を運んでくださるの

ではないでしょうか。

（３）今後の行事予定について

資料に基づき、報告しました。

６、閉会

以 上

署名委員 井 奥 智 子

署名委員 中 田 貴 子


